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第１章 基本的な考え方 

１ 基本方針策定の趣旨
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第２章 人権政策の基本理念 

 

１ 人権の概念 
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第３章 人権施策の方向性 

 

１ 人権の視点に立った行政 
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２ あらゆる場における人権教育・啓発 
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第４章 分野別施策の現状と今後の方向性 

 

１ 同和問題 
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３ 女性 
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４ 子ども 
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�z7ÒÙ^Á¡Ö�Û>­��­�Ñ��zÓ
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５ 高齢者 

Kj²��Ô¹;¤+¥  ;¤)�¦��j£�J¶ÂÄÌ½ª���o�\°���

�ø�o­Ò�o�Ó

XVg�i �ö>�Ô¹¥â¤ùâäää¤ú���!�[¦��j£�J¶ÂÄÌ½&¤
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­>�ccR��02ÁR�|¬�34�¦9>�¬ >�°²�#[>�k�ß>�
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６ 障がいのある人 

Kj²��¢F� ¤+¥ 
£¤)�¦cR��Ò!/,��io­ª�È¯Æ°¼��
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cI\��02Á34[O� ��!"ô²/,¼ñ�z!õcW²Ò!/,��iz

¦±¸¼ñcÔ_ª����ø�����\Y[���ø�o­Ò�o�Ó�Ò ÒÔ

¹¥;¤+âää¥¤)��¦�YW¶g²=��j��!�ê�Û�!���ª�����

��¦�
�Z�C§��`z!���ÝÌ½&>Ò>ÒZ�C%¹¼ª���o�Ô¹
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!~|�·bªR}8«¬�ZW>� !�R�[>�R¦»��Ò!/,ªø���

���<��²>�F6W <�zÓZW>� !���§mÁ~|��W�Ú!¸�
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�zÓ

７ 様々な人権課題 
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��ccR�� ��vÁC*�þ�­�Ú�«�i�[§mÁ~|�[�z'(Ü

Ý��<�E³9�34/,c2C&�ÂCc�»��r<�zÓ
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È¹[�Ü�PEõcW²Ò!þ�§mÁ~|�*��Ñ��zÓ

þ Ê½��C_�§z!��ÀÃ�Û>­��ßÈ��Â.�É4Ð[�<���Ì

?z!³9�%¹5¢�Æ����Í¾À��Ð��[O9���ÀÃ�§z!'(

�Ñ��zÓ

� .5Ñ��Y�§z!��ÀÃ�Û>­��.5Ñ�Ý�lMng�§z!`±�

èºX��§mÁ~|�*��Ñ��zÓ

W %¹5¢�Æ����`z!@�����g/,�°²®L�R�o­"�(�o

­#<�%¹5¢�Æ�JÃ�Û>­'(�Ñ��zÓ

X 34/,�#�!|�Áºz !>�-.�²~|Á~|�Û[W!Ò¬� !R

��Û>­��mnoÁmÑ�i��zÓ

Y 5¼NÆ�I��þ!��������g����5z!¨Y[�*co­ë�o

­>!���Ó«¬!B	�©.­C�������z!ÔU[@Õ�Û>­��%
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*$z!���õ�ÞÉGJ�`z!W�&'(�Ñ��zÓ
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*�=��IL��áL�[OLÐµâC�§z!§mÁ~|�*��ë�o­�W

�&'(�Ñ��zÓ
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第５章 推進体制 

 

１ 国・県等関係機関との連携強化 

K&^�ãE2¬3¬�`ab`²�����`z!\°���W�<��¬­>�

zÓõ�Ì½�àáÐ�hio­>�����`ab`cde�ÿ�o���Óä��

Qkl�r<[W�hio­>Ò�zÓ

２ 市における推進体制 

�����àáÐ[hi� ��­��¦��j~|ãåc��ÀÃhi�æª�#>

­���cj�Wèkc[�­�<��²>�õcco�zÓ

���¦~|�[>}!>��j�����,ª_��mÁÔs��9o­���hi

o­>Ò�zÓ

３ 基本方針の見直し 

/,���'g_������Aåo��ø9ÛàáÐ�hiz!���~|�[>

}!>��j�����,��m�)�!ccR����Ð��l&�R��>���

�mno��>�zÓ
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人 権 尊 重 都 市 宣 言 
                

 

�
�
J� 16� ��� 40� 

� � � � � � � 

 

 日 本 国 憲 法 及 び 世 界 人 権 宣 言 に 明 示 さ れ て い る 基 本 的 人 権 の  

尊 重 と あ ら ゆ る 差 別 の 撤 廃 は 、 今 や 国 内 外 に お い て 強 い 社 会 的  

要 請 に ま で 高 ま っ て い る 。  

 し か る に 、 わ が 国 に お い て は 、 部 落 差 別 を は じ め と す る 様 々  

な 人 権 侵 害 の 事 象 は 容 易 に 後 を 絶 つ こ と が な く 、 平 和 で 明 る い  

地 域 社 会 の 存 立 を 脅 か し て い る 。  

 よ っ て 本 市 は 、 あ ら ゆ る 差 別 の な い 、 人 権 が 何 よ り 尊 重 さ れ  

る 文 化 国 家 、 福 祉 国 家 の 構 築 が 急 務 で あ る こ と を 認 識 し 、 す べ  

て の 市 民 の 人 権 が 等 し く 保 障 さ れ る た め に 必 要 な 教 育 、 啓 発 等  

の 充 実 強 化 に 一 層 の 努 力 を 行 う こ と を 確 認 し 、 こ こ に 本 市 を  

「 人 権 尊 重 都 市 」 と す る こ と を 宣 言 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

FGHI � 
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（抜粋）

（平成20年12月～平成21年1月実施）

飯山市 総務部 人権政策課

人権問題に関する市民意識調査のまとめ

付属資料 ７ 
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1 調査の目的

2 調査の対象

(1)

(2)

(3)

摘要

20歳以上 抽出数 20歳以上 抽出数 20歳以上 抽出数

20,265 2,000 9,647 1,000 10,618 1,000

20歳代 2,243 332 1,147 166 1,096 166

30歳代 2,636 332 1,350 166 1,286 166

40歳代 2,775 332 1,412 166 1,363 166

50歳代 3,644 332 1,864 166 1,780 166

60歳代 3,132 332 1,590 166 1,542 166

70歳以上 5,835 340 2,284 170 3,551 170

3 設問数

4 調査の時期

5 調査の方法

(1) 郵送による配布及び回収としました。

(2) 無記名の調査票としました。

6 回収の状況

7 調査のまとめの留意点

(1)

(2)

(3)

(4)

　（年末年始の時期は、市民が郵便局（郵便ポスト）に出向く機会が多くなるため、その時期に設定。）

20歳以上の計
20歳以上は平成20年12月1日現
在の人口

内訳
男女は同数
抽出は各年代で均等
（70歳以上で調整）

飯山市の人口 12,832

平成21年2月末日までに回答のあった調査票を集計してあります。

　回答者数は896人。回収率は、44.8％でした。

各回答項目の割合は、表示単位未満四捨五入しました。このため、合計しても100％にならな
い場合があります。

目次Ⅱの調査結果はグラフを用い概要をまとめ、明細については目次Ⅳの資料としました。

調査結果のグラフ欄及び資料の設問欄については、要約して記載した場合があります。
設問については、調査票（様式）を参照してください。

計（人） 男性（人） 女性（人）

24,816 11,984

調査概要

　同和問題をはじめとする人権問題に関する市民の意識の現状を把握し、今後の人権施策推進の
資料とします。

　飯山市の住民基本台帳に登録されている20歳以上の人の中から、次の点に配慮して、無作為に
2,000人を抽出しました。

男性1,000人、女性1,000人としました。

　平成20年12月26日から平成21年1月16日まで

年代別抽出数（調査票送付数）

平成20年11月30日現在の住民基
本台帳人口

20歳代、30歳代、40歳代、50歳代、60歳代、70歳以上の6段階に分け、各年代均等の人数とし
ました。

　29問（設問数が30を超えると回収率が極端に低下する傾向にあるため、30問以下に設定。）

項目

29
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問5 あなたは、他人から差別的な扱いや言動を受けたことがありますか。（この欄は○は1つ）

836 人

問5 ある場合、理由はどのようなものでしたか（この欄は○はいくつでも）

493 件（複数回答）

　また、理由については「容姿」が多く、続いて「女性であること・男性であること」、
「学歴・出身校」、「住んでいる場所」の順となっています。

あなたの経験等について

回答者数

回答件数

　「差別的な扱いや言動を受けたことがある」と答えた人が全体で35％。女性が40％に対し
男性が29％で、女性は男性より約1割多くなっています。年代別にみると50歳代が42％、続い
て40歳代・20歳代の40％となっています。

ある 40% 

ある 26% 

ある 40% 

ある 42% 

ある 30% 

ある 31% 

ない 60% 

ない 74% 

ない 60% 

ない 58% 

ない 70% 

ない 69% 

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳以上 

57 

54 

67 

91 

47 

36 

22 

24 

29 

28 

5 

3 

30 

学歴 

居住場所 

女･男 

容姿 

収入 

職業 

母子父子 

病気 

障害者 

思想等 

同和地区 

国籍等 

その他 

ある 29% 

ある 40% 

ある 35% 

ない 71% 

ない 60% 

ない 65% 

男 

女 

計 
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問5 ある場合、そのときあなたは、どうしましたか（この欄は○は1つ）

279 人

問6

854 人

　女性は男性より「話し合う」割合は低く、「我慢する」割合が高くなっています。
　また、回答者数の違いはありますが、問5の我慢した41％に対し問6の我慢する12％。問5の
「話し合った」6％に対し問6の「話し合う」16％と、「我慢する」割合が低くなっており、
「話し合う」の割合が高くなっています。

あなたの経験等について

回答者数

回答者数

もし、今後差別的な扱いや言動を受けるようなことがあった場合、あなたはどうします
か。（○は1つ）

　「受け流した」・「我慢した」が全体の85％を占めています。男性と女性では、女性の方
が「話し合った」割合は低く、「我慢した」割合が高くなっています。

受け流した 49% 

受け流した 42% 

受け流した 44% 

我慢した 36% 

我慢した 43% 

我慢した 41% 

話し合った 9% 

話し合った 4% 

話し合った 6% 

相談した 5% 

相談した 5% 

相談した 5% 

その他 2% 

その他 6% 

その他 4% 

男 

女 

計 

受け流す 47% 

受け流す 43% 

受け流す 44% 

我慢する 7% 

我慢する 16% 

我慢する 12% 

話し合う 23% 

話し合う 11% 

話し合う 16% 

相談する 12% 

相談する 16% 

相談する 14% 

その他 2% 

その他 3% 

その他 3% 

わからない 9% 

わからない 11% 

わからない 10% 

男 

女 

計 
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問7

869 人

問8

871 人

同和問題について

回答者数

　年代が上がるに従い「家族や親戚の人から聞いた」の割合が高くなっています。30歳代ま
で下がるに従い「学校の授業や友達から聞いた」割合が高くなっています。
　20歳代から40歳代では「学校の授業や友達から聞いた」が多く、学校での教育が一定の役
割を果たしてきていると思われます。

　年代が上がるの従い「まだ残っている」の割合が高くなっています。
　年代が下がるに従い「差別を知らない」・「わからない」の割合が高くなっています。

回答者数

あなたは、今なお県内でも差別的な電話や発言等がある同和問題について、どのように
お考えですか。（○は1つ）

あなたが、同和問題について、はじめて知ったきっかけは何ですか。（○は1つ）

77% 

85% 

84% 

52% 

18% 

14% 

3% 

6% 

9% 

22% 

37% 

41% 

9% 

3% 

1% 

11% 

13% 

19% 

2% 

1% 

1% 

5% 

13% 

7% 

1% 

0% 

3% 

4% 

5% 

11% 

1% 

1% 

0% 

3% 

10% 

4% 

0% 

2% 

1% 

2% 

3% 

4% 

8% 

3% 

1% 

0% 

1% 

1% 

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳以上 

8% 

12% 

9% 

6% 

5% 

1% 

42% 

44% 

56% 

60% 

60% 

76% 

16% 

18% 

19% 

21% 

23% 

15% 

1% 

2% 

4% 

3% 

4% 

6% 

16% 

14% 

3% 

2% 

3% 

0% 

16% 

11% 

10% 

8% 

4% 

3% 

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳以上 

学校 49% 家族 23% 

覚えていない 10% 

テレビ等 6% 

広報誌等 5% 
職場 4% 

その他 2% 

知らない 2% 
計 

根強く残っている 6% 

まだ残っている 59% 

ほとんど解消された 

19% 
解消された 4% 
差別を知らない 5% 

わからない 8% 

計 

32



3

問8

798

「結婚」について差別が残っていると考えている人が、年代が上がるほど際立って多い傾向
となっています。20歳代では「近所づきあい」の20件に対し「結婚」は17件となっていま
す。

どのようなことで差別が残っているとお考えですか。（この欄は○はいくつでも）

同和問題について

回答件数 件（複数回答）

414 

124 

67 

55 

52 

51 

35 

結婚 

近所づきあい 

住宅環境 

就職 

職場 

学歴等 

その他 

その他 4 

その他 5 

その他 6 

その他 5 

その他 6 

その他 9 

学歴等 16 

学歴等 5 

学歴等 9 

学歴等 9 

学歴等 7 

学歴等 5 

職場 10 

職場 10 

職場 12 

職場 4 

職場 9 

職場 7 

就職 11 

就職 10 

就職 12 

就職 12 

就職 3 

就職 7 

住宅環境 11 

住宅環境 17 

住宅環境 8 

住宅環境 10 

住宅環境 16 

住宅環境 5 

近所づきあい 20 

近所づきあい 25 

近所づきあい 23 

近所づきあい 23 

近所づきあい 15 

近所づきあい 18 

結婚 17 

結婚 36 

結婚 71 

結婚 86 

結婚 82 

結婚 122 

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳以上 
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問10 結婚について（この質問は、未婚の方だけお答えください。）

149 人

問11 結婚について（この質問は、既婚の方だけお答えください）

688 人

　「慎重にとアドバイス」は全体で11％あり、10人に1人の割合となっております。また「躊
躇する」を含めると42％になり、「子どもの意志尊重」の46％と同じくらいの割合となって
います。

同和問題について

回答者数

回答者数

あなたが、同和地区の人と恋愛し、結婚しようとしたとき、親や親戚から反対された
ら、あなたはどうしますか。（○は1つ）

あなたのお子さんが、結婚しようとする相手が、同和地区の人であった場合、あなたは
どうしますか。（○は1つ）

　「迷いがでる」が11％あり、10人に1人の割合となっています。
　女性の「意志を貫く」は、男性より25％低い割合となっており、その分「わからない」の
割合が高くなっています。

意志を貫く 69% 

意志を貫く 44% 

意志を貫く 57% 

迷いがでる 10% 

迷いがでる 11% 

迷いがでる 11% 

わからない 21% 

わからない 44% 

わからない 32% 

男 

女 

計 

子どもの意志尊重 51% 

子どもの意志尊重 42% 

子どもの意志尊重 46% 

躊躇する 30% 

躊躇する 31% 

躊躇する 31% 

慎重にとアドバイス 9% 

慎重にとアドバイス 

13% 

慎重にとアドバイス 

11% 

わからない 9% 

わからない 14% 

わからない 12% 

男 

女 

計 

52% 

44% 

53% 

50% 

43% 

40% 

32% 

29% 

24% 

35% 

34% 

30% 

0% 

5% 

11% 

9% 

9% 

21% 

16% 

22% 

13% 

5% 

14% 

10% 

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳以上 
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問13

853 人

あなたは、子どもの人権が守られていると思いますか。（○は1つで、3.4の場合欄内も
お答えください）

子どもの人権について

回答者数

　年代が上がるに従い「守られている」的な割合が高く、「守られていない」的な割合が低
くなっています。

守られている 28% 

守られている 17% 

守られている 22% 

どちらかといえば守ら

れている 36% 

どちらかといえば守ら

れている 41% 

どちらかといえば守ら

れている 39% 

どちらかといえば守ら

れていない 22% 

どちらかといえば守ら

れていない 22% 

どちらかといえば守ら

れていない 22% 

守られていない 9% 

守られていない 9% 

守られていない 9% 

わからない 5% 

わからない 11% 

わからない 8% 

男 

女 

計 

9% 

15% 

15% 

24% 

26% 

34% 

38% 

36% 

40% 

38% 

39% 

41% 

27% 

28% 

25% 

24% 

20% 

15% 

17% 

7% 

14% 

10% 

5% 

2% 

10% 

14% 

6% 

5% 

11% 

8% 

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳以上 

35



4

問13

上記3･4の場合、守られていない理由は何ですか。（この欄は○はいくつでも）

608 件（複数回答）

あなたは、子どもの人権が守られていると思いますか。（○は1つで、3.4の場合欄内
もお答えください）

子どもの人権について

回答件数

　「学校などでのいじめ」が185件、続いて「インターネット・携帯電話・メール」と「家庭
での体罰・虐待・育児放棄」が同じくらいの件数となっています。
　「インターネット・携帯電話・メール」については、子どもに悪影響を与えているのでは
ないかと考えている保護者も多いのではないかと思われます。

いじめ 79 

いじめ 106 

いじめ 185 

インターネット等 69 

インターネット等 89 

インターネット等 158 

家庭体罰 69 

家庭体罰 88 

家庭体罰 157 

俗悪番組 22 

俗悪番組 45 

俗悪番組 67 

学校体罰 14 

学校体罰 18 

学校体罰 32 

その他 5 

その他 4 

その他 9 

男 

女 

計 

36



4

問14

1,722

　「家庭でのしつけ・教育」が628件と多く、続いて「地域社会での取組み」・「学校での教
育」の順で大切であると考えている傾向となっています。

子どもの人権を守るためにどのようなことを大切にするのが良いと思いますか。（○
はいくつでも）

子どもの人権について

回答件数 件（複数回答）

家庭 281 

家庭 347 

家庭 628 

地域 227 

地域 297 

地域 524 

学校 243 

学校 275 

学校 518 

その他 7 

その他 14 

その他 21 

わからない 9 

わからない 22 

わからない 31 

男 

女 

計 

37



5

問15

858 人

あなたは、社会で高齢者に対する差別・偏見があると思いますか。
（○は１つで、1･2の場合は欄内もお答えください）

高齢者の人権について

回答者数

　「あると思う」「どちらかといえばあると思う」を合わせると53％になり、約半数となっ
ています。
　年代が下がるに従い、その割合が高い傾向にあり、20歳代では、70％と高くなっていま
す。若い世代ほど高齢者が暮らしやすい社会づくりが必要ではないかと考えている面もある
のではないかと思われます。

ある 21% 

ある 23% 

ある 22% 

どちらかといえばある 

29% 

どちらかといえばある 

33% 

どちらかといえばある 

31% 

どちらかといえばない 

30% 

どちらかといえばない 

20% 

どちらかといえばない 

25% 

ない 14% 

ない 11% 

ない 12% 

わからない 6% 

わからない 13% 

わからない 10% 

男 

女 

計 

34% 

22% 

20% 

26% 

15% 

20% 

36% 

34% 

33% 

30% 

30% 

27% 

15% 

17% 

27% 

28% 

30% 

26% 

3% 

13% 

8% 

11% 

14% 

20% 

11% 

15% 

12% 

5% 

11% 

7% 

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳以上 

38



5

問15 上記1･2の場合、理由は何ですか。（この欄は○はいくつでも）

750 件（複数回答）

　「医療や福祉の面で」が220件。続いて「働ける能力を発揮する機会が少ないこと」の205
件となっています。高齢者医療等の面や勤労意欲が満たされていないと思っている人が多い
傾向となっています。

（「あると思う」・「どちらかといえばあると思う」の理由）

高齢者の人権について

回答件数

医療等 94 

医療等 126 

医療等 220 

働ける能力 82 

働ける能力 123 

働ける能力 205 

態度等 76 

態度等 99 

態度等 175 

家庭内 55 

家庭内 80 

家庭内 135 

その他 9 

その他 6 

その他 15 

男 

女 

計 

医療等 94 

医療等 126 

医療等 220 

働ける能力 82 

働ける能力 123 

働ける能力 205 

態度等 76 

態度等 99 

態度等 175 

家庭内 55 

家庭内 80 

家庭内 135 

その他 9 

その他 6 

その他 15 

男 

女 

計 

39



5

問16

1,433

　「地域社会（ご近所づきあい等）での人間関係をうまくすること」が566件と多く、続いて
「行政や市民1人ひとりが人権のまちづくりに向け努力すること」の478件となっています。
　高齢者が暮らしやすい地域社会づくりが必要と思っている人が多い傾向となっています。

あなたは、高齢者の人権が守られる社会づくりのために何が必要だと思いますか。
（○はいくつでも）

高齢者の人権について

回答件数 件（複数回答）

地域社会 256 

地域社会 310 

地域社会 566 

行政や市民 224 

行政や市民 254 

行政や市民 478 

家庭内 135 

家庭内 205 

家庭内 340 

わからない 13 

わからない 36 

わからない 49 

男 

女 

計 

40



6

問17

860 人

あなたは、社会で障害のある人に対する差別・偏見があると思いますか。
（○は１つで、1･2の場合は欄内もお答えください）

障害のある人の人権について

回答者数

　「あると思う」「どちらかといえばあると思う」を合わせると76％になり、10人に7人～8
人の割合となっています。
　20歳代のその割合は、92％と高くなっており、続いて50歳代の87％となっています。
　障害のある人に対する理解認識不足もその要因となっているのではないかと思われます。

ある 35% 

ある 38% 

ある 37% 

どちらかといえばある 

39% 

どちらかといえばある 

38% 

どちらかといえばある 

39% 

どちらかといえばない 

15% 

どちらかといえばない 

12% 

どちらかといえばない 

13% 

ない 6% 

ない 5% 

ない 6% 

わからない 4% 

わからない 7% 

わからない 6% 

男 

女 

計 

59% 

46% 

38% 

42% 

25% 

24% 

33% 

31% 

43% 

45% 

40% 

37% 

5% 

12% 

10% 

6% 

19% 

23% 

1% 

3% 

5% 

4% 

8% 

9% 

2% 

8% 

5% 

3% 

8% 

7% 

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳以上 

41



6

問17 上記1･2の場合、理由は何ですか。（この欄は○はいくつでも）

1,354 件（複数回答）

　「採用・就職・職場で」が474件と多く、続いて「日常的な態度・言葉・交際など」の347
件となっています。
　職場等での偏見や日常生活での偏見をあげている人が多い傾向となっています。

障害のある人の人権について

回答件数

（「あると思う」・「どちらかといえばあると思う」の理由）

就職等 219 

就職等 255 

就職等 474 

態度等 153 

態度等 194 

態度等 347 

結婚 118 

結婚 160 

結婚 278 

医療等 62 

医療等 71 

医療等 133 

教育 52 

教育 57 

教育 109 

その他 8 

その他 5 

その他 13 

男 

女 

計 

42



6

問18

1,541

　「行政や市民1人ひとりが人権のまちづくりに向け努力すること」が639件と多く、続いて
「地域社会（ご近所づきあい等）での人間関係をうまくすること」の527件となっています。
　行政・市民1人ひとり・地域社会での取り組みが必要であるとの傾向となっています。

あなたは、障害のある人の人権が守られる社会づくりのために何が必要だと思います
か。（○はいくつでも）

障害のある人の人権について

回答件数 件（複数回答）

行政や市民 296 

行政や市民 343 

行政や市民 639 

地域社会 240 

地域社会 287 

地域社会 527 

家庭内 142 

家庭内 187 

家庭内 329 

17 

29 

46 

男 

女 

計 

43



7

問19

857 人

あなたは、男女差別があると思いますか。（○は１つで、1･2の場合は欄内もお答えく
ださい）

女性の人権（男女共同参画）について

回答者数

　「あると思う」「どちらかといえばあると思う」を合わせると62％になり、10人に6人の割
合となっています。男性が56％・女性は66％で女性は男性より1割多い結果となっています。
　年代別では、その割合は男性60歳代40％・女性70歳以上45％が低く、逆に男性20歳代
71％・女性50歳代79％が高くなっています。
　女性50歳代では10人に8人が「あると思う」「どちらかといえばあると思う」と思っている
結果となっています。

ある 20% 

ある 32% 

ある 27% 

どちらかといえばある 

36% 

どちらかといえばある 

34% 

どちらかといえばある 

35% 

どちらかといえばない 

27% 

どちらかといえばない 

21% 

どちらかといえばない 

23% 

ない 14% 

ない 6% 

ない 10% 

わからない 3% 

わからない 7% 

わからない 5% 

男 

女 

計 

39% 

24% 

15% 

28% 

10% 

15% 

20% 

32% 

36% 

39% 

32% 

30% 

44% 

36% 

15% 

17% 

28% 

28% 

45% 

21% 

27% 

12% 

17% 

13% 

12% 

13% 

16% 

14% 

2% 

7% 

6% 

1% 

1% 

3% 

3% 

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳以上 

男計 

31% 

39% 

34% 

50% 

26% 

17% 

32% 

34% 

30% 

45% 

29% 

34% 

28% 

34% 

22% 

17% 

10% 

13% 

27% 

33% 

21% 

5% 

7% 

2% 

5% 

6% 

13% 

6% 

8% 

6% 

8% 

3% 

8% 

9% 

7% 

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳以上 

女計 

44



7

問19

上記1･2の場合、理由は何ですか。（この欄は○はいくつでも）

911 件（複数回答）

あなたは、男女差別があると思いますか。（○は１つで、1･2の場合は欄内もお答えく
ださい）

女性の人権（男女共同参画）について

回答件数

　「職場で」328件が多く、続いて「家庭で（仕事分担・家計など）」305件となっていま
す。
　男性は「職場で」が多いですが、女性は「家庭で（仕事分担・家計など）」が僅かです
が、「職場で」を上回っており、男性と女性では意識の差があるのではないかと思われま
す。

職場 138 

職場 190 

職場 328 

家庭 110 

家庭 195 

家庭 305 

地域 96 

地域 125 

地域 221 

学校 25 

学校 24 

学校 49 

その他 4 

その他 4 

その他 8 

男 

女 

計 

45



7

問20

863 人

　「どちらかといえばそう思わない」「思わない」を合わせると69％になり、10人に7人の割
合となっています。
　年代別では、その割合は男性70歳以上48％・女性60歳代60％が低く、その逆に男性30歳代
78％・女性20歳代79％が高くなっています。
　女性20歳代では、10人に8人が「どちらかといえばそう思わない」「思わない」と思ってい
る結果となっています。
　また、男性70歳以上の「そのとおりだと思う」「どちらかといえばそのとおりだと思う」
を合わせると、43％になり、10人に約4人の割合となっています。
　性別・年代別で意識の差があらわれた結果となっています。

あなたは、「男は仕事、女は家庭」という考えについてどう思いますか。（○は１つ)

女性の人権（男女共同参画）について

回答者数

思う 5% 

思う 4% 

思う 4% 

どちらかといえば思う 

22% 

どちらかといえば思う 

22% 

どちらかといえば思う 

22% 

どちらかといえば思わ

ない 28% 

どちらかといえば思わ

ない 27% 

どちらかといえば思わ

ない 28% 

思わない 39% 

思わない 43% 

思わない 41% 

わからない 6% 

わからない 4% 

わからない 5% 

男 

女 

計 

5% 

0% 

4% 

7% 

2% 

9% 

5% 

10% 

14% 

15% 

21% 

23% 

34% 

22% 

20% 

14% 

26% 

35% 

38% 

27% 

28% 

53% 

64% 

50% 

37% 

34% 

21% 

39% 

13% 

7% 

6% 

0% 

2% 

9% 

6% 

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳以上 

男計 

0% 

0% 

1% 

1% 

5% 

12% 

4% 

16% 

26% 

20% 

19% 

31% 

18% 

22% 

35% 

24% 

21% 

26% 

26% 

34% 

28% 

44% 

46% 

51% 

54% 

34% 

32% 

43% 

5% 

4% 

7% 

0% 

3% 

4% 

4% 

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳以上 

女計 

46



8

問21

858 人

問21 上記1･2の場合、理由は何ですか。（この欄は○はいくつでも）

1,156 件（複数回答）

　「あると思う」「どちらかといえばあると思う」を合わせると60％になり、10人に6人の割
合となっています。
　理由別では「就職や職場での待遇などで」341件が多く、続いて「日常的な態度・言葉・交
際などで」263件となっています。
　外国人の生活文化の違いに戸惑っている市民も多いのではないかと思われ、また、職場等
の待遇を気にしている市民も多いのではないかと思われます。

外国人の人権について

あなたは、日本に居住している外国人に対する差別・偏見があると思いますか。
（○は１つで、1･2の場合は欄内もお答えください）

回答者数

回答件数

（「あると思う」「どちらかといえばあると思う」の理由）

就職等 158 

就職等 183 

就職等 341 

日常的な態度等 126 

日常的な態度等 137 

日常的な態度等 263 

入居関係 64 

入居関係 98 

入居関係 162 

結婚 68 

結婚 83 

結婚 151 

医療等 70 

医療等 73 

医療等 143 

教育 43 

教育 38 

教育 81 

その他 9 

その他 6 

その他 15 

男 

女 

計 

ある 25% 

ある 26% 

ある 25% 

どちらかといえばある 

37% 

どちらかといえばある 

33% 

どちらかといえばある 

35% 

どちらかといえばない 

18% 

どちらかといえばない 

17% 

どちらかといえばない 

18% 

ない 11% 

ない 8% 

ない 10% 

わからない 9% 

わからない 15% 

わからない 12% 

男 

女 

計 

47



9

問22

836 人

問22

375 人

問22

　本人又はご家族に対しての設問により、45％の世帯は携帯電話又はパソコンを利用してい
る結果となっています。
　「している」と回答した375人のうち15％の55人が実際に、不愉快なメール等が送られてき
たことがあると回答しています。また、全体に占める割合は7％になります。
　20歳以上の市民約2万人の7％は1,400人（参考数値）になります。数値的な精度の関係はあ
りますが、多くの市民がメール・インターネットにより差別・偏見を受けているのではない
かと考えられます。

「している　ある」・「している　ない」・「していない」の割合

回答者数

インターネットによる人権侵害について

あなた又はあなたのご家族で、携帯電話又はパソコンでメールやホームページの閲覧を
されていますか。（どちらかに○で、している場合は欄内もお答えください）

している場合、不愉快なメールが送られてきたり、あなたや家族のことを誹謗中傷した
内容のホームページを見たことがありますか。<一斉配信的な迷惑メールは除きます。>
（どちらかに○）

回答者数

している 43% 

している 47% 

している 45% 

していない 57% 

していない 53% 

していない 55% 

男 

女 

計 

ある 18% 

ある 12% 

ある 15% 

ない 82% 

ない 88% 

ない 85% 

男 

女 

計 

している 

ある 7% 
している 

ない 38% 
していない 55% 計 

48



12

問27

3,411 件（複数回答）

今後の取組みについて

あなたは、様々な人権問題の中で､市が積極的に取組む必要があると思うものをすべて
あげてください。（○はいくつでも）

回答件数

「障害のある人の人権」「高齢者の人権」「子どもの人権」・・・の順となっています。

障害のある人 235 

障害のある人 279 

障害のある人 514 

高齢者 188 

高齢者 268 

高齢者 456 

子ども 159 

子ども 230 

子ども 389 

女性 138 

女性 169 

女性 307 

難病患者 131 

難病患者 130 

難病患者 261 

インターネット 116 

インターネット 133 

インターネット 249 

同和問題 120 

同和問題 105 

同和問題 225 

北朝鮮 94 

北朝鮮 95 

北朝鮮 189 

犯罪被害者 84 

犯罪被害者 96 

犯罪被害者 180 

その他 76 

その他 83 

その他 159 

刑を終えて 80 

刑を終えて 68 

刑を終えて 148 

外国人 75 

外国人 71 

外国人 146 

アイヌ 29 

アイヌ 29 

アイヌ 58 

特にない 28 

特にない 33 

特にない 61 

わからない 20 

わからない 49 

わからない 69 

男 

女 

計 

49



12

問28

2,743 件（複数回答）

今後の取組みについて

人権問題について理解を深め人権意識を高めていくためには、今後どのような取組みが
必要だとお考えですか。（○は5つまで）

回答件数

「学校教育の中で取組んでいく」が最も多く、学校教育への期待が大きいと思われます。続い
て「家庭の中で取組んでいく」「習慣や社会の仕組みを改善していく」の順となっています。

学校教育 287 

学校教育 345 

学校教育 632 

家庭内 198 

家庭内 262 

家庭内 460 

習慣等改善 188 

習慣等改善 246 

習慣等改善 434 

市の啓発 170 

市の啓発 161 

市の啓発 331 

地域啓発 134 

地域啓発 115 

地域啓発 249 

企業啓発 130 

企業啓発 118 

企業啓発 248 

学習会開催 88 

学習会開催 118 

学習会開催 206 

民間団体充実 39 

民間団体充実 25 

民間団体充実 64 

作文等募集 22 

作文等募集 22 

作文等募集 44 

その他 5 

その他 6 

その他 11 

わからない 20 

わからない 44 

わからない 64 

男 

女 

計 
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